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土
師
ダ
ム
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
を
実
施
し
ま
し
た

令
和
７
年
３
月
26
日
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
昨

年
度
と
同
様
に
灰
塚
ダ
ム
（
三
次
市
三
良
坂
町
）
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
８
時
よ
り
放
流
を
開
始
し
、
13
時
過
ぎ
に
最
大
放
流
量
の
毎
秒
１
０
０

ト
ン
に
達
し
、
そ
の
後
2
時
間
の
放
流
を
継
続
後
、
徐
々
に
放
流
量
を
減
ら
し
、
17
時

過
ぎ
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
を
終
了
し
ま
し
た
。

放
流
前
と
放
流
後
の
川
の
中
の
状
況
を
比
較
す
る
と
、
放
流
後
は
石
に
付
着
し
て
い

た
古
い
藻
類
が
剥
が
れ
て
お
り
、
よ
ど
み
も
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

河
川
を
利
用
す
る
み
な
さ
ま
の
安
全
の
た
め
、

河
川
敷
に
入
ら
な
い
よ
う
前
日
ま
で
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
や
点
検
を
実
施
し
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
開

始
前
と
放
流
開
始
後
の
２
回
、
警
報
所
か
ら
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
及
び
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
に
、
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
の
様
子
は
、
Ｘ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魚
や
水
に
棲
む
昆
虫
等
の
生
息
環
境

を
改
善
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

効果

①
石
の
表
面
を
洗
い
流
し
て
、
魚
の
餌
と
な
る
付
着
藻
類
を
更
新
さ
せ
る
。

②
川
の
流
れ
の
悪
い
場
所
に
溜
ま
る
汚
れ
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る
。

フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
と
は

河
川
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
、
ダ
ム
で
貯
留
し
た
水
を
放
流
す
る
も
の
で
す
。

（
左
の
写
真
参
照
）

オリフィスゲートから放流中

土師ダムフラッシュ放流

フラッシュ放流実施前の状況

フラッシュ放流実施後の状況

安芸高田市吉田町地点（ダム下流１２km）



ダ ム 周 辺 の 観 光 客 数 （ ３ 月 ）
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土師ダム湖心の水質（㎎/ℓ）
ＣＯＤ（全層） 総窒素（表層） 総リン（表層）

環境基準 3.0 0.43 0.018

１月 2.2 〇 1.08 × 0.014 〇

２月 1.8 〇 0.72 × 0.013 〇

令 和 ７ 年 ３ 月 ７ ， ９ ３ ５ 人

八 千 代 湖 の 水 質 （ ２ 月 ）

はじ丸 はじまり子

土
師
ダ
ム
水
質
情
報
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
７
年
３
月
11
日
に
土
師
ダ
ム
管
理
所
に
て
第
12
回
水

質
情
報
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
よ
り
開
催
し
て
い
る
本
連
絡
会
で
は
、
ダ
ム
湖

（
八
千
代
湖
）
の
水
質
、
気
象
、
生
態
系
と
い
っ
た
専
門
的

な
知
見
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
や
有
識
者
と
定
期
的
な
意
見

交
換
・
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
会
で
は
、
土
師
ダ
ム
管
理
所
よ
り
、
ダ
ム
湖
の
水
質

に
つ
い
て
昨
年
と
比
べ
て
「
ア
オ
コ
」
の
発
生
箇
所
が
増
え

た
こ
と
や
上
流
地
点
の
総
窒
素
や
総
リ
ン
（
有
機
物
）
等
が

環
境
基
準
値
を
一
部
上
回
る
時
期
が
あ
っ
た
な
ど
の
水
質
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
広
島
市
水
道
局
水
質
管
理
課
橋

渡
課
長
補
佐
、
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
の
黒
川
岳
司
教
授
か

ら
ダ
ム
湖
の
水
質
や
流
動
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
つ
い
て

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
黒
川
教
授
と
流
域
環
境
再
生
セ
ン
タ
ー

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）
山
本
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
助
言
を
い

た
だ
き
、
ア
オ
コ
の
原
因
物
質
の
発
生
抑
制
や
ダ
ム
湖
内
の

水
の
貧
酸
素
状
態
改
善
の
た
め
の
曝
気
装
置
散
気
口
の
運
用

変
更
、
ダ
ム
湖
底
の
有
機
物
質
調
査
の
た
め
の
採
泥
等
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
各
機
関
が
連
携
を
密
に
し
、
皆
さ
ん

の
水
源
と
な
る
ダ
ム
湖
の
水
質
の
分
析
・
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

連絡会の様子

土
師
ダ
ム
の
50
周
年
記
念
樹
を
定
植
し
ま
し
た

定
植
し
た
桜
は
「
神

代
曙
」
「
一
葉
」
「
陽

光
」
「
関
山
」
「
ア
ー

コ
レ
ー
ド
」
の
５
種
類

で
、
穴
を
掘
り
、
た
い

肥
を
投
入
し
て
か
き
混

ぜ
て
植
樹
し
た
後
、
支

柱
設
置
・
緩
効
性
肥
料

（
成
分
が
ゆ
っ
く
り
溶

け
出
し
効
果
が
長
く
続

く
）
を
投
入
し
ま
し
た
。

神代曙
（じんだいあけぼの）

一葉
（いちよう）

関山
（かんざん）

陽光
（ようこう）

アーコレード

苗木の定植位置（のどごえ公園）

令
和
７
年
３
月
17
日
に
の
ど
ご
え
公
園
で
土
師
ダ
ム
50
周
年

記
念
式
典
の
「
植
樹
の
儀
」
で
使
用
し
た
５
種
類
の
桜
の
苗
木

を
定
植
し
ま
し
た
。

法
面
に
は
、
土
留
め

の
措
置
を
行
い
、
鹿
対

策
と
し
て
囲
い
を
設
置

し
ま
し
た
。

今
回
定
植
し
た
桜
の

「
ア
ー
コ
レ
ー
ド
」
は
、

春
と
秋
の
二
季
咲
き
の

種
類
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
桜
の
開
花
が
楽
し

み
で
す
。


